
ゲームの終了 
場にあるすべてのカードがおもて向きになるとゲーム終了です。この時点で、もしまだ捕獲対象
のレオパカードがあれば捕獲します。手元に獲得したカードの枚数が最も多いプレイヤーの勝利
です。複数のプレイヤーが同じ枚数の場合は、勝利を分かち合います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
よくある質問 
Q: 1 枚のカードを複数のプレイヤーが捕獲しようとしました。タイミングがほぼ同時で誰が

一番早かったか分かりません。この場合、誰が捕獲できますか? 
A: 手が一番下に置かれているプレイヤーが捕獲します。一番下になっている人が複数いれば、 
 手を置いている面積が一番多いプレイヤーが捕獲します。それでも判別できない場合は、 
 誰も捕獲できず、そのカードは箱に戻します。(1 枚を箱に戻すことになっても、もう 1 枚 
 の捕獲対象のカードに手を置いたプレイヤーがいれば、そちらはそのまま捕獲できます。) 
 
Q: 数手番前にめくられていた 2 枚が捕獲対象であることに気づきました。捕獲できますか? 
A: 捕獲できます。捕獲対象に気づいたタイミングでいつでも捕獲できます。 
 
Q: 2 枚ある捕獲対象のレオパカードの片方には 1 人が手を置いているが、もう片方には誰も 
 手を置いていない状況でも、捕獲はできますか? 
A: はい、できます。その場合は単独で捕獲します。捕獲対象だった場合には捕獲に成功し、捕 
 獲対象でなかった場合にはそのカードは捕獲できず、通常どおりペナルティが課されます。 
 これは捕獲対象のレオパカードが 3 枚以上あった場合にも当てはまります。 
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プレイ人数:2~6 人 

      対 象 年 齢:7 歳以上 
      プレイ時間:10 分 
 
『レオパニック』はさまざまな色や模様の地上棲ヤモリ「レオパードゲッコー」(以下、「レオパ」
と呼びます)の中から、どこか 1 か所だけ違う個体をすばやく見つけて捕獲するアクション・カ
ードゲームです。プレイヤーは爬虫類ハンターとなって、体の色、模様の形、模様の色、模様の
位置が異なるレオパの中から、対象となるものだけをたくさん捕まえることを目指します。ただ
し、乱獲には気をつけて…独り占めも希少種の捕獲も禁止されているのです! 
 
内容物 
カード 64 枚(レオパカード 57 枚・チャンスカード 7 枚)、ルールブック 1 部(本書) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
ゲームの準備 
すべてのレオパカードとチャンスカードを、すべてのプレイヤーから手が届くよう、テーブル中
央におもて面を下にして広げます。カード同士が多少重なっていても問題ありません。(以下、
広げたカード全体を「場」と呼びます。) このとき、各プレイヤーの手元には、捕獲したカード
を置いておくためのスペース(カード 1 枚分)を空けておいてください。 
次にスタートプレイヤーを決めます。一番最近レオパの飼育を始めた人がスタートプレイヤーで
す。誰もあてはまらなければ、適当な方法で決めます。 
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■レオパカード 
レオパカードには 4 つの要素(体の色・模様の形・模様の色・模様の位置)でレオパの絵
が描かれています。各要素は以下の図に示すようにそれぞれ 3 種類あります。各カード
はこれらの要素と種類がさまざまに組み合わさっています。 
 《体の色》  《模様の形》 
  黒 赤 黄  丸 四角 三角 
 
 
 
  
 《模様の色》 《模様の位置》 
 青 白 緑 全身 頭と体 尾 
 
 
   
■チャンスカード 
出るとラッキーなことが起こるカードです。チャンスカード 
については、この後 3 ページ目で詳しく説明します。 

上級者向けアドバンスルール 
ゲームに慣れてきたら、すべてのチャンスカードなしで、レオパカードのみを使ってプ
レイしてみましょう。 
ゲームを準備する際にチャンスカードをすべて箱に戻します。場でおもて向きになるカ
ードが増えるためパニック必至です。 

2 人用ルールの変更点 
2 人で遊ぶ場合は、捕獲の方法だけが変更になります。 
捕獲対象のレオパカードがあることに気づいたプレイヤーは両手を使って 2 枚まで捕獲
できます。もしも相手プレイヤーも同時に気づいて捕獲した場合は、それぞれが 1 枚ず
つ捕獲することもあります。 
チャンスカードが出た場合、取得できるカードは 2 枚までになります。 
その他のルールは、3～6 人でプレイする場合と同じです。 

クレジット: 
ゲームデザイン:URiO / アートワーク:ツギオ屋/ 印刷:盤上遊戯製作所 



ゲームの流れ 
スタートプレイヤーから順番にプレイします。自分の番(以下、「手番」と呼びます)では、プレイ
ヤーは場に伏せられたカードから 1 枚めくっておもてに返します。これを各プレイヤーが時計
回りで順番に繰り返します。プレイヤーは、場に捕獲対象のレオパカード(後述)があることに気
づいた場合、いつでも捕獲(後述)できます。また、チャンスカードが出ることもあります。これ
らのことを繰り返し、すべてのカードがおもて向きになったらゲーム終了です。カードを最も多
く獲得したプレイヤーが勝利します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
ゲームの遊び方 
ここでは、3～6 人でプレイする場合のルールを説明します。2 人でプレイする場合のルールに
ついては、4 ページ目にある「2 人用ルールの変更点」の項を参照してください。 
 
1．カードをめくる 
手番のプレイヤーは、場に伏せられたカードから 1 枚を選び、すばやくおもてに返します。その
際には、カードのおもて面が他のプレイヤーに先に見えるようにしてください。(アドバイス:
カードのおもて面が他のプレイヤーに先に見えるようにするには、自分から見て向こう側の端を
持ち、手前に向かってひっくり返すようにめくるのがおすすめです。) 
 
次に、左隣のプレイヤーも同様に、場に伏せられたカードから 1 枚を選んですばやくおもてに返
します。この動作を、捕獲対象のレオパカードが場に出たことにいずれかのプレイヤーが気づく
か、チャンスカードが出るまで順番に時計回りで続けます。 
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2．捕獲する 
場に捕獲対象のレオパカードが出ていることに気づいたプレイヤーは、2 枚あるカードのうち 1
枚に片方の手を置くことで、そのカードを捕獲できます。もう 1 枚の捕獲対象のレオパカード
は、別のいずれかのプレイヤーが捕獲できます。1 人のプレイヤーが両方の手を使い、捕獲対象
のレオパカードを 2 枚とも捕獲することはできません。 
 
2 人のプレイヤーがそれぞれカードに手を置いたら、お互いのカードを見比べて、捕獲対象とし
て正しいかどうかを確認します。正しければ、カードを取り、おもて面を上にして手元に置きま
す。(2 枚目以降は、その上に重ねていきます。) 間違っていれば、カードのおもて面を上にして
場に戻します。その場合、ペナルティとしてそれまでに取得したカードのうち 1 枚を箱に戻しま
す(取得したカードが手元に 1 枚もなければ、ペナルティは課されません)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
捕獲対象のレオパカードが 3 枚以上ある場合は、その枚数と同じ数までのプレイヤーがレオパ
カードを捕獲できます。ただし、他のプレイヤーがカードを手元に取り終えた後は、場に残って
いる捕獲対象のレオパカードは捕獲できません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
捕獲対象のレオパカードの捕獲、またはチャンスカードによるカードの取得が終わったら、最後
にカードをめくったプレイヤーの左隣のプレイヤーから順に、再び場に伏せられたカードをめく
っていきます。 
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「捕獲対象のレオパカード」とは 
それぞれのレオパカードには、前述したように 4 つの要素(各 3 種類)がさまざまに組み合
わさっています。おもて向きになった 2 枚を見比べて、体の色、模様の形、模様の色、模様
の位置の 4 つの要素のうち 1 つだけが異なっている場合、両方のカードが「捕獲対象のレ
オパカード」になります。 重要:捕獲対象のレオパカードが 3 枚以上になる場合もあります。 

 

チャンスカードが出たら   
 このカードが出たら、全員が早い者勝ちで、おもて向きになっているカー 
 ドから 1 枚、好きなカードを取ることができます(レオパカードまたはチャ 
 ンスカード)。このときカードが捕獲対象かどうかは関係ありません。 
 早い者勝ちなので、おもて向きになっているカードの枚数がプレイ人数よ 
 りも少ない場合、全員がカードを取れるとは限りません。全員が 1 枚ずつ 
 カードを取り、それでもなおチャンスカードが残っていれば、そのチャン 
 スカードをめくった人が、すでに取ったカードに加えて、チャンスカード 
 も取ることができます。 

 


